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採取を行い， 1ヶ月間の休養の後.~)recombjnant human granulocyte colony-stimulating-factor 
(以下rhG-CSF)2μg /kgを7日間皮下に注射してPBSCを動員した後，再度採取した。③処理量は，①，
②とも500ml/kg。採取中処理量50ml!同毎の分画について採取された単核球 (rnononuclearcells. MNC) 























た単核球数， colony forming-unit granulocyte macrophage (CFU-GM)数，末梢血中の各種臨床検
査値について検討した。
その結果;1) G-CSF動員により単核球， CFU-GM採取数は各1.8，17.3培に増加した。 2)採取された
単核球， CFU-GM数は，処理量がlOO-150ml!kgをピークに漸減した。 3)処理総量250mllkgまで、の時点で，
処理総量500ml!kgで、の総採取量に対する単核球数.CFU・GM数の比率をみると，非動員時では各57%と84
%，動員時では各々67%と85%であった。単核まま数当たりのCFU-GM数で見ると250ml/kgまでの時点で
すでにピークが過ぎていた。 4)処理総量500ml/kgの前後で見ると動員時，非動員時ともに血小坂数，総
量白量が低下し，処理量が300ml/kgを越えた時点で舌の硬直がみられたc
以上のような結果より，著者は連続血液成分分離装置でPBSCを採取するとき 循環血液量の 3培に相
当する250--300ml/kg程度が効率よく 安全に採取できる限界であるとの結論に達した。この研究結果
は，ヒト，特に小児においてPBSCを採取するときには処理量の限界があることを示し.その限界はおそ
らく循環血液量の3培程度にあるのではないかと言う事を示唆するものであり，小児を対象に，連続血液
成分分離装置を用いたPI3SC採取を安全で効率よく行う際に，必要かっ重要な知見と考えられる。よって
著者は博士(医学〉の学位を授与されるに値するものと認められた。
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